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【はじめに】近年高度情報化社会に伴い集積回路やメモリ等では回路線幅の微細化、大面積化と

いった技術が必要となっている。我々はこれまでに、自己組織化現象を利用して作製した Fig.1(a)

に示す 0.2 nm高さの直線状原子ステップを持つサファイア(α-Al2O3単結晶)[1]の表面をインプリ

ントモールドとして用い、Fig.1(b)で示すようにガラス基板上に 0.2 nm段差の原子ステップパター

ンを転写することに成功している[2,3]。一方、雲母やグラファイト等の天然素材のへき開面にも、

人工的に作製が困難な原子レベルの 2次元秩序構造をもつものがある。本研究では Fig.1(b)の原子

ステップガラス表面上に、天然層状鉱物である白雲母(Muscovite)をはじめとする天然素材をモー

ルドとして熱ナノインプリントを行い、天然素材ナノパターンの転写の可能性について検討した。 

【実験・結果】原子ステップサファイア(Fig.1(a))をモールドとして用い、市販のソーダ石灰ガラ

ス(Tg=521℃)の表面へ熱ナノインプリントを行い、原子ステップガラスを作製した(Fig.1(b))。得ら

れた原子ステップガラスの表面に対してさらに、白雲母のへき開面(Fig.2)をモールドとしたパタ

ーンの転写を、ナノインプリント装置(SCIVAX, X-300)を用いて真空中で行った。熱ナノインプリ

ントによるガラス表面形状の変化は、大気中 AFM(SII-nanotech.,Nanocute)によって観察した。約

600℃、3MPaでインプリントを行った結果、へき開面に近似した原子レベルの 2次元凹凸パター

ンが観察された。当日は種々の天然素材のインプリントモールドを用いてガラス表面にナノ構造

の転写した結果の詳細を報告する。 
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